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ラット臼歯皮下移植実験モデルにおける歯槽骨再生に関する免疫組織化学的研究 ： 細矢

明宏, 
吉羽邦彦, 岡部高弘, 脇谷滋之, 小澤英浩 (プログラム・抄録集：159, 2006） 
日本歯科基礎医学会学術大会（第 48 回） 2006 年 9 月 
歯根膜組織の歯槽骨再生能 ： 細矢明宏, 中村浩彰, 二宮 禎, 平賀 徹, Zhao Chen, 吉羽

邦彦, 吉羽永子, 笠原悦男, 小澤英浩 （J Oral Biosci 48：117, 2006） 
歯の再植後の歯髄腔内に形成される骨様組織に関する免疫組織化学的研究 ： Zhao Chen， 
細矢明宏，栗田 浩, 小澤英浩, 中村浩彰 （J Oral Biosci 48：129, 2006） 
マウス歯の発生過程における TIMP-2 と Periostin は類似の時間的空間的発現パターンを

示す : 吉羽永子, 吉羽邦彦, 興地隆史, 斎藤正寛, 横井隆政, 細矢明宏, 網塚憲生, 小澤英浩 
（J Oral Biosci 48：153, 2006） 
28th Annual Meeting of the American Society for Bone and Mineral Research, 

September, 2006 



The small G-protein Rap1 inhibits the differentiation and promotes the survival of 
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freezing /freeze substitution-TEM: Matsuura S and Kikuta A   
松本歯科大学学会（第 63 回） 2006 年 11 月 
破骨細胞前駆細胞はどのようにして骨組織に出現するか？： 中道裕子, 溝口利英, 武藤昭

紀, 宇田川信之, 小林泰浩, 細矢明宏, 中村美どり, 小澤英浩, 高橋直之 （松本歯学：2006） 
 

日本学術振興会科学研究費補助金による研究 
 

中村浩彰 : BMP antagonist 調節による歯および骨の再生 (萌芽研究) 
平賀 徹 : 乳癌骨転移の成立・進展における低酸素および転写因子 HIF-1alpha の役割 
（基盤研究 C） 
細矢明宏 : 摘出歯髄を用いた硬組織形成機構の解明 （若手研究 B） 
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平賀 徹 : 乳癌骨転移の成立・進展過程における低酸素および転写因子 HIF-1αの役割（佐

川がん研究助成） 
 


